
製造現場の課題解決や改善活動では、現状分析のため
の現場情報を正確に収集する必要があります。
電子運転日誌システム j5‐OMS を導入することで、職場長

や運転員が持つ非定型なデータと、制御機器が持つ製造
データを関連付けて収集、管理することができるため、正
確で速やかな現状分析や課題解決が可能になります。

拡張性の高いアーキテクチャ
ユーザ要件による画面アプリケーション変更が容易

おもな仕様

ユーザ要件によるビジネスルール定義が可能
SCADA, MES, DCSなど他システムとの接続可能
データベースはOracle, SQL Server, MySQLなどに対応
アプリケーションはWEB対応（Thinクライアント対応）
オープンアーキテクチャのためWindows, Linux双方に対応
監査ログ機能を標準対応

関連部門
・製造管理部門
・生産技術部門

生産管理システム
製造実行システム他

電子運転日誌画面管理部門

上位
シ ム ・生産技術部門

・品質管理部門他
製造実行システム他

電子運転日誌
システムサーバー

システム

非定型の手入力データ
・生産イベント情報
・不具合・不良品情報
・設備・運転改善課題

ヤリ ト 安全情報

製造データ
・稼働情報
・運転異常情報

シーケンサGOT

生産現場

生産設備

株式会社 ダイセック

・ヒヤリハット、安全情報
・設備補修依頼
・運転引継情報など

運転異常情報
・ロギングデータ

高速データロガーユニット

運転員職場長


